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「歴史や文化、自然があふれる羽黒地域で生活をし
てみたい」という思いから、３年前に移住してきま
した。羽黒地域に住み始めてから、自分たちが住む
地域について学んでいくにつれ「こんなにもすばら
しいものが羽黒にはある。この感動を外国から訪れ
る方にも伝えたい」という思いが強くなりました。
そんなとき「いでは観光ガイドの会」へのお誘いが
あり、同会英語班メンバーの一員として活動するこ
とになりました。現在は、定期的な講習会に参加し
て歴史や文化を学ぶとともに、英語版のガイドブッ
クの作成や外国から訪れる方を対象とした観光ガイ
ドを行っています。

　観光ガイドをする上で大切にしていることは、き
め細やかなおもてなしの心です。出会いは一期一会。
いつも本当の家族のように関わっていくことを心掛
けています。再び羽黒地域を訪れた方が「あなたに
会いたくて来たんだよ」と声を掛けてくれることが
あります。とてもうれしいことです。
　羽黒地域をはじめ鶴岡の歴史や文化には、本当に
たくさんの魅力があると思います。私はこれから
も、観光ガイドなどの活動を通して、なるべく多く
の方々にその魅力を伝えていきたいと思っています。
「またここに来たい」と思ってもらえるよう、一つ
ひとつの出会いを大切にしていきたいです。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

出会いは一期一会。 おもてなしの心を大切に

リード・トンプキンスさん

礼子・トンプキンスさん（羽黒・十文字）

　幼い頃、両親に連れられて羽
黒山参りによく来ていたという
礼子さん。羽黒地域の魅力にひ
かれ、ご主人のリードさんとと
もに千葉県から移住しました。
現在は「いでは観光ガイドの会」
の英語班メンバーとして鶴岡の
魅力を伝える活動をしています。
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